1700年出版の2つの舞踏譜集に掲載された特定の種類の舞曲の再考 王立音楽アカデミー創立から1715年までの劇場上演作品との比較から by 中村 良 & Ryo Nakamura



















エ Raoul-Auger Feuillet（1659 ?-1710）によって広まったこの舞踏記譜法は、バロック・ダ
ンスの当時の踊り方を現在に伝えている。これらはメレディス・エリス・リトル Meredith Ellis 
Little とキャロル・G.・マーシュ Carol G. Marsh によって編纂された La danse noble（1992 
: 以下 LMC）、およびフランシーヌ・ランスロ Francine Lancelot によって編纂された La 













































2 本稿で取りあげる舞踏種に限定しても、最も多いメヌエットで 20、パスピエに至っては 5しかない。








本稿で先行研究という語は原則として、中村 2015 執筆時点以前のものを指し、中村 2015
自体を含まない。文中で楽曲や振り付けに言及する際は、原則として FLC の FL 番号のみ
を示し、LMC の番号（LM/ に続けて表記）や、H. シュナイダーによるリュリの作品目録（以




































レヴェルの概念（Little&Jenne 2001 : 16-19）から借用したものである 6。本稿においてはリ
ズム型を構成する音価を示す際、アルファベットと数字の組み合わせを用いて表記する。す





4 いずれの舞踏種も 64 ～ 97%が二部形式、それ以外はロンドーで作曲されており、例外は僅か（全体
で４曲のみ）であった（中村 2015 : 110-111）。
5 ４拍子に相当する楽曲は目下分析対象の中には含まれていない。又、実質的な拍子のうちで例外的

















































































する。すなわちt2+2p1（ ）と 2p1+t2（ ）はより単純な短長 p1+2p1（ ）および長短
2p1+p1（ ）と、そしてt2+1.5p1+t1（ ）は p1+1.5p1+t1（ ）、1.5p1+t3（ ）
は 1.5p1+t1+p1（ ）の、パルス p1 が下位のタップ２つ t2 に分割されたものとみなしてい
る。そのうえで、第２パルスが付点の p1+1.5p1+t1（ ）および t2+1.5p1+t1（ ）は「サ











b1: 4 p1+t2: 3
p2: 4 t4: 1
t2+p1: 1 1.5p1+t1: 1
図１：リズム型分析の具体例
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よび 1.5p1+t3（ ）は「ソティヤンsautillant」（以下 St と略記）と呼称する。これはリト






















をいかに意識するかという議論の文脈で語られてきていた（Mather 1987, Little&Jenne 2001
等）。こういったフレ ズー構造の分析は楽曲ごとに異なった基準を設ける必要があり、究極的
には分析者自身のバイアスがかかることは避けられない。複数の分析項目に対して一貫して統
7 なお、ここで取り上げない２拍子系におけるいわゆる逆付点（t1+1.5p1 : ）やタップの単位での
シンコペーション（t1+p1+t1 : ）、３拍子、複合拍子系におけるパルスの単位でのシンコペーショ






















タイトルで示した王立音楽アカデミー 創立（1671 年）からルイ14 世の死（1715 年）までに
王立音楽アカデミー で上演された劇場作品は全 88 作を数えるが、具体的な対象は同期間中
にパリで出版された印刷総譜の中で、舞踏種の名称をタイトルに含む楽曲に限定している（中






結果、取り扱った９種類の舞踏種、すなわちブレ bourrée/bourée（全 39 曲）、リゴドン
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rigaudon（全 48 曲）、ガヴォットgavotte（全 38 曲）、メヌエットmenuet（全 148 曲）、パスピ
エ passepied（全 105 曲）、サラバンドsarabande（全 48 曲）、ジグgigue（全 54 曲）、カナリー










く2/2 に相当する拍子で、p1 に相当する長さのアウフタクトを持つものが 37 曲であった。一
方で 48 曲のリゴドンもすべて例外なく2/2 に相当する拍子で、46 曲が p1 の長さのアウフタ
クトを持っていた 9。両者の用いられるリズム型の割合の平均も大きな差はみられない（後掲
の表 4 および表 5 参照）。両者の大きな違いは曲中の１小節単位で特徴的に用いられるリズ
ム型である。スキーマをまたぐシンコペーションがブレでは 23 曲 55 箇所で観察される一方で、
リゴドンでは一切観察されない。一方リゴドンでは実質的にすべての楽曲で１小節にビ トーが
２つ並ぶ型（以下 b2）が特徴的に観察された（中村 2016 : 119 も参照）。
３拍子系の舞踏種はメヌエット、パスピエ、サラバンドを取り扱った。メヌエットは最も多い
148 曲が対象に含まれていたが、すべて例外なく3/4 に相当する拍子で、141 曲がアウフタク
トを持たなかった。パスピエもこれに次いで 105 曲と多いが、うち 97 曲が 3/8 に相当する記
譜で書かれ、94 曲がスキーマの1/3、すなわち p1 相当のアウフタクトを持っていた。サラバン






なした場合の統計結果を示した（前掲 : 114-115 も参照）。
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に言えば、サラバンドは先行研究では SS が特徴的であるとされていたが（Little&Jenne 2001 
: 97-98）、これだけが際立って多く用いられる例は観察されず（中村 2015 : 190）全体でも St
とほぼ同程度用いられていた点は注目すべきであろう。
複合拍子系の舞踏種であるジグとカナリーは、統計的にそれぞれ興味深い結果を示してい
る。ジグはそもそも先行研究で様 な々形態の存在が指摘されており、研究対象となった 54 曲
も他の舞踏種に比べれば統計結果にばらつきがみられた。実質的拍子は 6/8（32 曲）と 6/4
（20 曲）がどちらも用いられ、アウフタクトもt1+p1 の型が 33 曲で全体の６割を占めるものの、
p1、St、「なし」など、これ以外にも様々な型が用いられていた。一方で 26 曲のカナリーは
９種類の中で最も少ないが、実質的に 6/8 の楽曲が 24 曲で、例外は 3/8 と 3/4 で記譜され
た１曲ずつだけである。前者ではスキーマ 1 つ分の St のリズムを持つアウフタクト、後者で
はアウフタクトを持たず、スキーマより短いアウフタクトが存在しないという点が特徴的であっ
た。リズム型は St の使用率の圧倒的な高さが共通しているが、ジグよりもカナリーのほうが
より率が高かった（表９、 表 10 参照）。ジグに関しては、リトルが J.S. バッハのジグについて、
たった一人の作曲家の手による作品にもかかわらず、舞踏組曲を締めくくる楽章である以外に








るものであると考えられる。本稿で分析を行う舞踏譜が出版された 1700 年は、ルイ14 世の治
世下での王立音楽アカデミー の活動のほぼ中央に位置する。舞踏譜は劇場舞踏と舞踏会舞踏
に分類されるが（FLC : XIV-XVI）、両者の区別は振り付けの難易度からなされており（Harris-
Warrick 1990 : 434-435）、少なくとも音楽に関しては両者の違いは指摘されていない。出版さ
れた舞踏譜にはオペラ座（すなわち王立音楽アカデミー ）で上演されたか否かが書き込まれて




表 2：各舞踏種で統計上多く観察された特徴（中村 2015 に基づく）
３　研究対象
本稿で分析対象とする２つの舞踏譜集 Recueil de danses は、それぞれフイエ（FL/1700.1 
= LM/1700-Feu）とペクール（FL/1700.2 = LM/1700-Péc）によって振り付けられたもので
ある 10。資料研究から、この２つはフイエの重要な舞踏指南書 Chorégraphie（1700）と同時
に、３つで一つのユニットとして世に出されたと考えられている（LMC : 91）。フイエはバロック・












冒頭の五線の下に小さく書き込まれたものを二重線（‖）の後に続ける（LMC : 91, 93 での表
表２：各舞踏種で統計上多く観察された特徴（中村2015に基づく）
実質的拍子 アウフタクト リズム型の比率 特徴的リズム型















10 現在いくつかの web サイトで閲覧可能。以下フランス国立図書館 BnF 運営の Gallicaでの例
　　FL/1700.1 = LM/1700-Feu: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k1048483d
















タイトル FLC LMC page
Le Rigaudon de la Paix FL/1700.1/01a 7340a 1-2
– 2e. Rigaudons FL/1700.1/01b 7340b 3-7
Gigue a deux || Gigue de Roland. FL/1700.1/02 4940 8-11
Entree à deux || Rigaudon. FL/1700.1/03 2580 12-16
Autre Entrée a deux. || Rigaudon. FL/1700.1/04 2600 17-20
Sarabande pour femme. || Sarabande. FL/1700.1/05 7880 21-24
Sarabande pour homme || Sarabande FL/1700.1/06 7900 25-28
Sarabande Espagnole pour homme. ||
Sarabande Espagnole
FL/1700.1/07 7820 29-32
Canary à deux. || Canary. FL/1700.1/09 1740 39-40
Gigue pour homme. || Gigue FL/1700.1/10 5000 41-44
Balet de neuf Danseurs. || [entre graue] – Canary FL/1700.1/15b 1320b 73-74, 77-79
– second canary FL/1700.1/15c 1320c 75-76, 80-84
la Bourée d’Achille. || Bourée FL/1700.2/01a 1480a 1-3, 9-11
– menuet. FL/1700.2/01b 1480b 4-8
le Passepied || passepied FL/1700.2/03a 6620a 22-23, 27-28
– 2e. Passepied FL/1700.2/03b 6620b 24-26, 29-31
la Contredanse. || Gigue. FL/1700.2/04 2160 32-36
le Rigaudon des Vaisseaux. || Rigaudon FL/1700.2/05a 7400a 37-39
– 2e. Rigaudon FL/1700.2/05b 7400b 40-42
la Bourgogne || [Courante] – Bourée FL/1700.2/06b 1560b 45-46
– Sarabande FL/1700.2/06c 1560c 47-48
– Passe Pied. FL/1700.2/06d 1560d 49-53




中村 2015 での分析対象に含まれるものもある（FLC: 4-35）。FL/1700.1/02 は舞踏譜中
に「ロランのジグ」と印刷されているとおり、ジャン＝バティスト・リュリJean-Baptiste Lully
（1632-1687）作曲の叙情悲劇《ロラン Roland》（1685）のプロローグのジグ（LWV65/11）
に相当する（中村 2015 での楽曲記号 1685.01/Gg1）。
さらに本稿で取り扱う楽曲の中には、王立音楽アカデミー でその創立からルイ14 世の死ま
でに上演された作品という範囲に含まれるにもかかわらず、中村 2015 では分析対象から外れ
ていたものも含まれる。FL/1700.2/07 は、シャルル＝ユベール・ジェルヴェ Charles Hubert 
Gervais (1671-1744) の叙情悲劇《メデュ ズー Méduse》の第１幕第４場のブレだが、これは
出版譜が存在しないため研究対象に含まれていなかった。さらに有名な FL/1700.2/01 は（中
村 2015 : 20 参照）、J.-B.リュリが序曲と第１幕を書いて世を去り、パスカル・コラス Pascal 
Colasse (1649-1709) によって補筆完成させられた叙情悲劇《アシルとポリュクセ ヌーAchille 
et Polixène》LWV74（1687）のプロローグの音楽 12 だが、出版された総譜でこの曲は〈タ
リーの精霊たちのアントレ ENTRÉE DES GENIES DE TALIE.〉とあり、ブレおよびメヌ
エットといった舞踏種を示すタイトルがつけられていないため（中村 2015 : 53 ; 129-130 も参
照）、分析の対象からは外れていた。FL/1700.1/15 のカナリ ２ー曲も同じ理由で研究対象に
はなっておらず、この原曲であるリュリの《ベレロフォン Bellérophon》（1679）第５幕第３場
の曲（LWV57/69, 70）は、出版譜では単に第２エール SECOND AIR. および〈民衆の合唱
CHOEUR DE PEUPLES.〉と表記されている。
1681 年より前の劇場作品としては、FL/1700.1/05 と FL/1700.1/07 の２曲がいずれも、J.-B.
リュリのコメディ＝バレ《町人貴族 Le bourgeois gentilhomme》の楽曲（LWV43/27, 30）、
























類の舞曲の３番目で、1-4 と 9-12 小節目は同一だが III 度上に偽終始しており、全体で a-b-
a-c の小楽節に分かれる単一のストレインの構造とみなせる。FL/1700.2/07 は手稿の総譜
F-Pn/Vm2 141 に基づく限り《メデュー ズ》のブレである（FLC : 28）。
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b1 p2 p1 – t2 t2 – p1 t4 1.5p1+t1 Syn
FL/1700.2/01a 2 (9%) 14 (61%) 1 (4%) 0 (0%) 0 (0%) 6 (26%) 3
FL/1700.2/06b 4 (13%) 8 (25%) 6 (19%) 0 (0%) 1 (3%) 13 (41%) 2
FL/1700.2/07 3 (6%) 14 (29%) 12 (25%) 0 (0%) 8 (17%) 11 (23%) 4




FL/1700.1/04 を除く６曲のリゴドンは p1のアウフタクトを持っており、b2 のリズム型を1 から




６曲中５曲、すなわち FL/1700.1/01の２曲と FL/1700.1/03、FL/1700.2/05 の２曲はリゴ
ドンで特徴的に観察された b2 の型が特徴的に観察されており、中村 2015 でのリゴドンの典
型的な特徴とよく合致している。
b1 p2 p1 – t2 t2 – p1 t4 1.5p1+t1 b2
FL/1700.1/01a 10 (31%) 15 (47%) 4 (13%) 0 (0%) 1 (3%) 2 (6%) 2
FL/1700.1/01b 8 (19%) 22 (52%) 2 (5%) 2 (5%) 8 (19%) 0 (0%) 2
FL/1700.1/03 10 (31%) 20 (63%) 0 (0%) 0 (0%) 2 (6%) 0 (0%) 4
FL/1700.1/04 2 [2b1] (7%) 22 (73%) 0 (0%) 0 (0%) 2 (7%) 4 (13%) 0
FL/1700.2/05a 18 (45%) 22 (55%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 6
FL/1700.2/05b 7 (18%) 19 (48%) 10 (25%) 0 (0%) 1 (3%) 3 (8%) 1
2015 24% 44% 8% 0% 8% 4%
表 5：リゴドンのリズム型一覧
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一方で唯一 FL/1700.1/04 はアウフタクト、b2 のリズム型いずれも持たない。アウフタクト





メヌエットは本稿では FL/1700.2/01b のみが分析対象となる。原曲でも FL/1700.2/01a
と組にされているが、もともとメヌエットとタイトルがつけられていないのは先述の通りである。
実質 3/4 拍子で記譜され、パルス１つ分のアウフタクトを持っている。僅か 12 小節＝スキーマ




村 2015 でも 6 曲観察されたていたが、一方で 148 曲中 141 曲はアウフタクトを持たなかった
という点は念頭においておくべきであろう。
４－４　パスピエ
パ ス ピ エ は FL/1700.2/03a お よ び b と、FL/1700.2/06d の ３ 曲 が 対 象 と な る。
FL/1700.2/03 は拍子記号が 3/2 と表記されているが、小節内の音価から判断するに実質的
には 3/8 である。FL/1700.2/06d は切れ目なく連続する４種類の舞曲の４番目で、これ単独
で二部形式を構成している。
p1+2p1 SS p3 2p1+p1 St p1+t4
FL/1700.2/01b 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 3 (25%) 3 (25%) 6 (50%) 0 (0%)
2015 14% 14% 5% 22% 19% 15% 5%
表 6：メヌエットのリズム型一覧
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いずれも実質 3/8 で記譜されており、p1 のアウフタクトを持っている点は共通している。
FL/1700.2/03b の T12-13 と FL/1700.2/06d の T22-23 では旋律上のヘミオラが観察される
が、一方で２拍目が強調される p1+t2 や SS はこのヘミオラを構成する部分の後半のスキーマ





サ ラバ ンド は FL/1700.1/05、FL/1700.1/07、FL/1700.2/06c の３曲 が 対 象 となる。
FL/1700.1/05 は同じ曲に対する振り付けで、実質 3/4 拍子で p2 のアウフタクトを持ち、4-4-8
小節の３部分に分かれた形式で構成されている。同じアウフタクトの特徴は FL/1700.2/06c 
でも観察されるが、こちらは切れ目なく連続する４種類の舞曲の２番目で、4-4 の僅か８小節
で構成されている。FL/1700.1/07 は 6/4 で、t1+p1のアウフタクトを持つ。
p1+2p1 SS p3 p1+t2+p1 2p1+p1 St p1+t4
FL/1700.2/03a 0 (0%) 0 (0%) 6 (38%) 3 (19%) 2 (13%) 0 (0%) 5 (31%)
FL/1700.2/03b 1 (6%) 0 (0%) 8 (50%) 0 (0%) 0 (0%) 3 (19%) 4 (25%)
FL/1700.2/06d 0 (0%) 1 (4%) 10 (42%) 0 (0%) 8 (33%) 0 (0%) 5 (21%)






も表８に示す通り、前者では p3 が中心で SSも用いられるのに対し、後者は St が曲のほとん
どを占め、SS が一切用いられていない点が特徴的である。
表 8：サラバンドのリズム型一覧
この結果はどちらも、中村 2015 での統計結果とは全く異なっている。p2 のアウフタクトと
ヘミオラが特徴的なタイプは、SS の使用率だけは中村 2015 での分析結果と一致しているが、
p3 のリズム型は中村 2015 の 22%に対して 63%を占めている一方で、25%程度用いられてい






てきた SS が一切用いられていない点は注目すべきであろう。小節１拍目のビ トーがタイで 2 拍
p1+2p1 SS p3 2p1+p1 St p1+t4
FL/1700.1/05 0 (0%) 0 (0%) 4 (25%) 10 (63%) 0 (0%) 0 (0%) 2 (13%)
FL/1700.1/07 5 (17%) 0 (0%) 0 (0%) 2 (7%) 1 (3%) 22 (73%) 0 (0%)
FL/1700.2/06c 0 (0%) 0 (0%) 1 (13%) 4 (50%) 0 (0%) 3% (38%) 0 (0%)







ジグは FL/1700.1/02、FL/1700.1/10、FL/1700.2/04 の３曲だが、このうち FL/1700.1/02
は中村 2015 でも分析対象に含まれていた。ロンドーで構成されているFL/1700.2/04 は振付
のタイトルがコントルダンスであり、１つの振付に２種類の舞踏種の名称が結び付けられている
ことになる 15。
本稿での分析対象はすべて 6/4 である。アウフタクトは１曲が t1+p1、２曲が p1であった。




15 中村 2015 では分析対象としなかったが、研究対象範囲にはコントルダンスと題された楽曲は８曲観
察されている（中村 2015 : 103）。
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表 9：ジグのリズム型一覧











が 6/8 であるのに対し後者は 6/4 で、アウフタクトも前者がスキーマ一つ分の St で開始され
るのに対し、後者はどちらもt1+p1である。リズム型も、特に FL/1700.1/09 は全拍と St の
2p1+t1
FL/1700.1/03 9 (21%) 5 (12%) 28 (67%)
FL/1700.1/10 10 (21%) 19 (40%) 19 (40%)
FL/1700.2/04 0 (0%) 9 (38%) 15 (63%)






トの観点からは異なったものとなった。FL/1700.1/09 はスキーマ１つ分の St のアウフタクトを
持っている点、全拍以外はすべてソティヤンの音型で締められている点は、中村 2015 で多く

















FL/1700.1/09 3 (13%) 0 (0%) 21 (88%)
FL/1700.1/15b 2 (10%) 3 (15%) 15 (75%)
FL/1700.1/15c 3 (13%) 2 (8%) 19 (79%)



















の出版総譜と舞踏種名が事実上一致しているのは FL/1700.1/02 だけであった。中村 2015






16 確かにランスロ自身が FLC で提示した舞踏種舞曲の特徴は、中村 2015 とは大きく異なるものでは
なかった。しかしランスロは少なくとも本稿で行ったような厳密なリズム型の統計分析を行ったわけでは
なく、その根拠にはあいまいさが残る。
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